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地方独立行政法人化！ 

もっとよりそう都立病院へ 

 

●職員や同居の親族に発熱等の症状があり、勤

務しないことがやむを得ないと認められた時 

●職員や同居の親族が新型コロナウイルス感染

症に罹患し、就業制限を受けた場合 

●子どもが新型コロナウイルス感染症対策に伴

う学校等の臨時休校その他の事情により、職員

が子どもの世話を行うため 

上記の場合 事故欠勤（有給）が認められます！！ 
（※公社の場合は事故休暇） 
 

でライブ配信！ 

https://post.t-
byoinsibu.jp/forums/
topic/lennonwall/  
 

 現場で働く皆さんのリア

ルな声を発信します。下のQRコー

ド、URLから送ってください。匿

名で構いません。「独立採算の独

法化でコロナに対応できるの？」

など率直な意見をお待ちしていま

す。 

6.16 病院支部TV配信決定 

こんな時に独法化なんて、自粛してよ！ 

 配信決定！ 

 

都立・公社病院の充実で、第2波に備えるのが都の責務 

 緊急事態宣言が解除されました。5月26

日の都内の感染者数は10人でした。しかし

今後第2波、3波が来ることは確実です。そ

れにしっかり備えるのが都の責任です。コロ

ナ対策の柱の一つが医療体制の整備です。

緊急事態が解除されましたが感染が収まっ

たわけではありません。感染が続く限りその

5％ほどは重症化して集中治療を必要としま

す。1日当たりの感染者が平均5人でも毎月

8人ほどが集中治療を必要とします。これ

は、重症者を受け入れてきた都立・公社病院

では引き続き厳しいコロナとの闘いが続くこ

とを意味します。第2波が第1波より小規模

な保証はどこにもありません。大きい可能性も十分あります。それに備えて、現在、圧倒的に不足

している重症者の受け入れ病床を整備する必要があります。しかし第2波が来るまでその病床

は、多くが空床のままになるかもしれません。そのような準備ができるのは都立・公社病院しかあ

りません。今必要なのは都立・公社病院の充実で独法化ではありません。  

番組では 
組合員の 

皆さんの声を 
募集して 
います。 

 

懸命な治療をつづけるICU（イメージ） 

感染症医療の後退をもたらす都立・公社病院独法化準備の中止を 

病院支部TVを        

6月16日(火) 21時～22時 
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